



























































については村本 [2004]，電子記録債権については村本 [2012 (a)]，ABL については村本 [2012
(b)]，知的資産については村本 [2010] を参照されたい。
２） BIS [1986] は，ユーロ市場のセキュリタイゼーション（FRN，NIF，RUF，スワップ等）
を検討したもので，危険を移転する金融イノベーション，流動性をカバーする金融イノベー
ション，信用創造する金融イノベーション，自己資金を創造する金融イノベーションなどが
類型化された。Van Horne [1985]，Miller [1986] も金融イノベーションをサーベイした初期





























号 (1999)，内田ほか (2000) を参照。Tufano [2003] は，金融イノベーションを新しい金融商
品・技術・金融機関・金融市場の創造と普及と定義し，product 面ではデリバティブズ，新
証券商品，集合投資商品など，process 面では証券の分配，取引のプロセシングとプライシ
ングの進化としている (mimeo. p. 4)。

























































































































































































































































































































































































































































































W. P. BOE の associate directer) が邦銀の弱点を過小自己資本に見出して，自己資本規制に到
ったとされている。いわば，邦銀のオーバープレゼンス対策の意味合いが強かったのである
（筆者が１９９１年にインタビューした Financial Times 編集長も同様の趣旨を言明した）。BIS




















































































































・基本的項目 (Tier 1) を，going concern base（事業継続ベース）の自己資本
とし，「コア Tier1（普通株式等 Tier 1。狭義の中核的自己資本，common
equity)」と「その他 Tier 1」とする，





















Tier 2 ６．０％ Tier 1 普通株等
バッファーその他
Tier 1 普通株等



















「コア Tier 1（普通株式等 Tier 1）」は，不測の事態による損失吸収力が高い
ので重視され，段階的に措置される。２０１３年３月期に３．５％，２０１４年３月期





























２０１３年 ２０１４年 ２０１５年 ２０１６年 ２０１７年 ２０１８年 ２０１９年
資本の質の向上
①普通株等 Tier 1 に調整項目を適用
②Tier 1，Tier 2 適格要件の厳格化
資本水準の引き上げ



























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































にして，市場規律の有効性等を明らかにしている（Avery et al. [1988], Gorton
and Santomero [1990], Flannery and Sorescu [1996] 等）。その後の実証研究には，
Covitz et al. [2004 (a)・(b)] 等があるほか，日本での実証研究としては，Ito and
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